
活
字
文
化
の
崩
壊
と
軌

を
一
に
す
る
か
の
よ
う

に
、
教
育
県
を
誇
っ
た
長

野
県
の
地
域
資
料
・
史
料

も
消
失
・
散
逸
の
危
機
的

な
状
況
を
迎
え
て
い
る
。

京
都
か
ら
の
文
化
の
入
口

い
ん
し
ん

と
し
て
殷
賑
を
誇
っ
た
南

信
地
域
に
は
近
世
か
ら
近

代
の
貴
重
な
地
域
資
料
が

数
多
く
残
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
の
資
料
も
危

機
に
瀕
し
て
い
る
。

近
代
以
降
に
限
っ
て
も

膨
大
な
印
刷
物
・
冊
子
・
写

真
等
の
資
料
が
あ
り
、な
か

な
か
足
を
踏
み
出
せ
な
か

っ
た
、
そ
の
収
集
・
保
管
・

整
理
・
公
開
を
掲
げ
て
、２

０
０
９（
平
成
２１
）年
１０
月

末
日
に
、
南
信
州
地
域
資

料
セ
ン
タ
ー
が「
捨
て
な
い

で
�
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
に
地
元
の
有
志
に
よ
っ

て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
当

初
５０
人
余
、
一
般
社
団
法

人
で
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

南
信
州
新
聞
社
で
は

「
地
域
の
文
化
・
宝
は
地

域
で
守
る
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
に
賛
同
、「
地
域
住

民
の
、地
域
住
民
に
よ
る
、

地
域
資
料
の
保
存
・
活
用
」

と
い
う
そ
の
企
て
に
全
面

的
に
協
力
し
、
同
セ
ン
タ

ー
の
活
動
を
紙
面
に
告
知

す
る
な
ど
、
全
面
的
に
支

援
を
続
け
て
き
た
。

活
動
３
年
目
に
は
内
閣

府
の
承
認
を
得
た
県
内
第

１
号
の
公
益
社
団
法
人
と

な
り
、
飯
田
下
伊
那
の
み

な
ら
ず
地
域
に
関
心
を
持

つ
大
学
教
授
や
在
京
出
身

者
な
ど
の
支
援
も
得
て
、

今
年
社
員
は
７５
人
余
、
１０

年
目
を
迎
え
た
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、
図
書

の
寄
贈
を
中
心
に
、
毎
年

８０
件
か
ら
３０
件
の
寄
贈
が

あ
り
、
収
集
対
象
を
近
代

以
降
地
域
に
関
係
す
る
図

書
や
写
真
・
文
書
等
に
絞

っ
て
整
理
を
続
け
る
が
、す

で
に
４
万
点
を
超
え
た
。

収
集
し
た
郷
土
資
料
は

整
理
・
Ｈ
Ｐ
公
開
を
続
け
、

活
用
を
促
す
た
め
に
、
図

書
を
中
心
に
Ｈ
Ｐ
で
公
開

し
て
い
る
。

ま
た
南
信
州
新
聞
の
全

面
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
、

収
集
物
の
貴
重
さ
を
訴
え

る
「
資
料
渉
猟
余
話
」
コ

ラ
ム
が
月
２
回
程
度
掲
載

さ
れ
、
現
在
１
０
８
回
を

超
え
た
。
他
に
も
社
員
が

漢
詩
コ
ラ
ム
、
寄
稿
な
ど

「
南
信
州
」
紙
面
を
に
ぎ

や
か
し
て
い
る
他
、
郷
土

誌
『
伊
那
』
や
『
信
濃
』

な
ど
専
門
誌
に
執
筆
・
寄

稿
の
活
動
を
続
け
る
。

ま
た
埋
も
れ
か
け
て
い

る
郷
土
の
宝
を
次
世
代
に

繋
げ
る
セ
ン
タ
ー
の
設
立

意
図
か
ら
、
社
員
の
篤
志

寄
付
を
も
と
に
１０
周
年
事

業
と
し
て
、
明
治
後
期
の

青
年
た
ち
の
生
き
方
が
詰

ま
っ
た
『
伊
那
青
年
』（
伊

那
青
年
会
編
・
全
３８
冊
）

を
復
刻
出
版
し
た
他
、
そ

の
解
説
・
ガ
イ
ド
と
し
て

社
員
有
志
が
『「
伊
那
青

年
」
そ
の
時
代
』（
２
０
１

８
年
度
飯
田
市
歴
史
研
究

所
著
作
賞
を
受
賞
）
を
刊

行
し
た
。

ま
た
、
社
員
が
独
力
で

続
々
と
成
果
を
残
し
、
次

世
代
に
繋
げ
る
努
力
を
し

て
い
る
。
そ
の
出
版
物
は

以
下
の
通
り
。

今
村
理
則
著
『
伊
那
谷

南
部
の
局
地
気
象
と
気
候

地
名
』『
旧
竜
丘
村
の
小

字
』『
旧
川
路
村
の
地
名
』

／
村
澤
聡
著
『
中
村
壁
と

遺
墨
た
ち
』
／
岩
崎
愈
著

『
信
州
伊
那
谷
四
季
暦
』

／
嶋
不
濁
著
『
黄
眠
先
生

が
行
く

日
夏
耿
之
介
幻

影
』
／
鎌
倉
貞
男
著
『
天

龍
美
術
館
』
／
平
沢
忠
明

著
『
風
越
山
物
語
』
等
々
。

軽
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
収

集
作
業（
運
転
・
荷
づ
く
り

か
ら
運
搬
）
か
ら
保
管
・

整
理
に
い
た
る
す
べ
て
の

活
動
は
社
員
の
手
弁
当
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
運
営

は
社
員
７５
人
の
会
費
と
寄

付
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
。

当
初
は
協
賛
企
業
の
紙

の
中
村
が
空
い
て
い
た
倉

庫
を
貸
与
し
て
く
れ
た

が
、
倉
庫
は
す
ぐ
に
埋
め

尽
く
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
み
な
み

信
州
高
森
支
所
の
一
部
分

に
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
３
年
目
に
は
現
在
の

座
光
寺
事
業
所
の
一
部
が

貸
与
さ
れ
た
。
運
搬
荷
造

り
用
の
段
ボ
ー
ル
箱
は
飯

田
病
院
が
提
供
。
す
べ
て

は
経
済
的
な
得
失
を
伴
わ

な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
か

ら
こ
そ
続
い
た
と
い
え

る
。公

益
社
団
法
人
の
管
轄

は
内
閣
府
で
、
３
年
に
１

度
の
査
察
は
県
が
窓
口
で

あ
る
が
、
そ
の
担
当
者
も

「
こ
れ
ほ
ど
潔
い
公
益
社

団
ら
し
い
活
動
は
他
に
な

い
」
と
太
鼓
判
を
押
す
ほ

ど
だ
。具
体
的
な
活
動
は
、

Ｊ
Ａ
座
光
寺
事
業
所
の
隣

の
書
庫
兼
事
務
所
を
拠
点

に
し
た
寄
贈
資
料
の
引
き

取
り（
随
時
）
と
、
出
席
義

務
を
問
わ
な
い
月
２
回

（
第
２
・
第
４
土
曜
日
午

前
中
）
の
定
期
的
な
書
庫

整
理
が
中
心
。
社
員
同
士

の
情
報
交
換
の
場
と
も
な

っ
て
い
る
。

新しい拠点となる旧ＪＡ座光寺事業所

創
設
当
初
か
ら
予
想
を

は
る
か
に
超
え
る
資
料
提

供
が
あ
り
、
資
料
消
失
の

危
機
的
状
況
を
共
有
し
て

く
だ
さ
っ
た
下
伊
那
郡
市

民
の
関
心
の
高
さ
に
意
を

強
く
す
る
と
と
も
に
、
負

託
さ
れ
た
責
任
の
重
さ
を

改
め
て
感
じ
た
、
あ
っ
と

い
う
間
の
１０
年
で
し
た
。

公
益
社
団
法
人
と
し
て
認

可
い
た
だ
い
た
行
政
と
も

ど
も
、
応
援
し
て
い
た
だ

い
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

ま
た
南
信
州
新
聞
社
に

は
、
活
動
の
告
知
、
資
料

提
供
者
の
情
報
、
収
集
し

た
資
料
を
め
ぐ
る
コ
ラ
ム

「
資
料
渉
猟
余
話
」
の
連

載
、
事
務
局
の
設
置
な
ど

活
動
の
推
進
役
と
し
て
全

面
的
な
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
利
益
を
伴
わ
な

い
地
道
な
活
動
へ
の
支
援

は
、
苦
戦
が
続
く
新
聞
業

界
に
あ
っ
て
、
地
元
紙
な

ら
で
は
の
意
気
と
見
識
の

な
せ
る
こ
と
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

そ
う
し
た
支
援
に
応
え

る
べ
く
、「
地
域
の
宝
を
次

世
代
に
繋
ぐ
」
活
動
の
成

果
を
１０
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
揃
い
で
読
む
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
下
伊
那

青
年
会
の
機
関
紙
『
伊
那

青
年
』全
３８
冊
の
復
刻
と
、

そ
の
活
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

『「
伊
那
青
年
」
と
そ
の
時

代
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

明
治
後
期
か
ら
大
正
・
昭

和
と
当
地
の
政
治
・
経
済

・
文
化
・
思
想
を
牽
引
し

た
青
年
た
ち
の
若
き
日
の

姿
を
生
き
生
き
と
伝
え
る

資
料
で
す
。
ま
だ
大
正
期

の
『
夕
樺
』
の
復
刻
な
ど
、

次
世
代
に
繋
ぎ
た
い
宝
は

多
々
あ
り
ま
す
が
、
消
え

そ
う
に
な
っ
て
い
た
地
域

の
歴
史
に
光
を
あ
て
る
第

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
た
の
が
、
わ
た
く
し

ど
も
の
小
さ
な
誇
り
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
出
版
に
は

ア
ジ
ア
電
子
工
業
・
及
川

社
長
の
強
力
な
後
押
し
あ

っ
た
こ
と
を
特
記
し
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
１１
期
を
迎
え
、

セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
入
り
ま

す
。現

在
、
満
載
の
資
料

整
理
と
公
開
を
進
め
る

た
め
、
新
た
な
拠
点
と

し
て
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州

座
光
寺
事
業
所
の
譲
渡

の
話
が
進
行
し
て
お
り

ま
す
。
公
益
社
団
法
人

ゆ
え
に
利
益
を
あ
げ
る

事
業
は
制
限
さ
れ
て
お

り
、会
員
・
社
員
は
も
ち

ろ
ん
活
動
の
継
続
を
望

ん
で
お
り
、
広
く
飯
田

下
伊
那
の
郡
市
民
に
、

浄
財
・
寄
付
を
募
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
目

標
金
額
は
１
２
０
０
万

円
。
飯
田
信
用
金
庫
・

Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
に
送

料
手
数
料
の
面
で
特
別

の
配
慮
を
い
た
だ
き
、

寄
付
専
用
口
座
を
設
け

ま
し
た
。
４
月
末
日
ま

で
の
期
限
で
す
。

新
春
、
郡
市
民
の
み

な
さ
ま
に
訴
え
、
地
域

の
宝
を
次
世
代
に
繋
ぐ

活
動
に
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

着々と進む整理作業

総会の様子

１０周年記念事業「伊那青年」３８冊の復刻

社
員
に
よ
る
出
版
活
動

ティータイムで情報交換

現
在
の
事
務
所
兼
倉

庫
は
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州

の
配
慮
で
貸
与
さ
れ
て

い
る
が
、
Ｊ
Ａ
座
光
寺

事
業
所
移
転
に
と
も
な

い
、
同
セ
ン
タ
ー
に
支

所
ご
と
譲
渡
の
話
が
進

ん
で
い
る
。
書
庫
も
、

蔵
書
増
大
に
と
も
な
う

収
蔵
ス
ペ
ー
ス
の
狭
隘

化
に
対
し
て
、
な
ん
ら

か
の
手
立
て
を
打
た
ね

ば
な
ら
な
い
時
期
に
き

て
い
る
の
で
、
昨
秋
の

総
会
で
、「
郷
土
の
宝
を

次
世
代
に
繋
げ
る
拠
点

と
し
て
無
理
を
し
て
で

も
取
得
し
た
い
」
と
い

う
意
見
で
社
員
一
致
。

目
標
金
額
１
２
０
０
万

円
を
掲
げ
て
、
拠
点
獲

得
運
動
を
展
開
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

社員がそれぞれの持ち場を担当

ＪＡみなみ信州・しんきんも全面協力ＪＡみなみ信州・しんきんも全面協力
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